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を用いて抗 TBGL IgG及び抗 TBGL IgA抗体を測定した。臨床テストにして全血 IgG、IgA、IgMや C−反応性タ
ンパク質を含め、通用なバイオマーカーように用いた。抗酸菌に特異的な細胞膜の構成糖脂質成分である LAM に
対する抗体を別な指標として同定した。プレートを 100 µL の 0.5 µg/mLの LAM (ナカライテスク株式会社)でコ
ーティングしたのち、ウシ胎児血清で百倍に希釈されたヒト血漿を加え、その結合をヒツジ抗ヒト IgG抗体を用い、
検出した。抗 TBGL抗体と抗 LAM IgG抗体は TMB HRP Substrateによって可視化され、OD450nmの条件で
測定した。年齢、再発・初発、合併症、症状（咳嗽、発熱、喀血、痰咳）、レントゲン所見（空洞、胸膜浸潤、リン
パ節腫脹、気管支拡張）、痰塗抹、ツベルクリン反応などの臨床データを解析した。「結論」抗 anti-TBGL IgGによ
る、肺結核と肺外結核の検出感度はそれぞれ 68.9%や 46.2%であって、特異度は 81.0% であった。抗 TBGL IgA
抗体の感度は低く、肺外結核と肺結核ではそれぞれ 15.4% や 46.7% であるが、特異度は 89.7% と高かった。 抗
TBGL-IgA抗体価によって肺結核と肺外結核間に有意な差がみられないが、抗 TBGL-IgG抗体価では有意な差があ
る。エイズ結核患者の抗 TBGL IgA及び IgGの陽生率は、それぞれ 6.3%と 12.5% で低値であった。臨床データと
の相関では、塗抹陽性の患者に高い陽性率を示した抗 LAM IgG抗体価と異なり、抗 TBGL IgGと IgA 抗体は空
洞や気管支拡張がある患者において高い陽性率を示した。肺外結核においては、抗 TBGL IgG 抗体価は腸結核(陽




抗体は高く、医療関係者の 3年間の追跡調査の結果では, 抗 TBGL IgG 抗体は増加する傾向があった(87.5%)。抗
TBGL抗体は、特異な臨床症状を示す肺結核、肺外結核および、結核感染の可能性のある健康者にも高値を示した。
「考察」この結果から、抗 TBGL抗体は中国での結核診療に有用である。 
 
